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箕島ホッケークラブのセンターパスにより試合は開始された。序盤は両チーム一進一退の攻防が続く。箕島ホッケーク
ラブは細かいパスをつなぎ、果敢に攻めるも、名古屋フラーテルホッケーチームの堅い守備を打ち破ることができない。
また、名古屋フラーテルホッケーチームはディフェンスラインからから長いパスをつなぎ、打ち込みでチャンスを作るも、
決めきることができない。そんな中、前半１６分に、箕島ホッケークラブがPCを獲得するも、GKの好セーブによって、決
めることができない。
両チーム得点のないまま、前半が終了する。
後半に入り、４７分に、名古屋フラーテルホッケーチーム＃１２坪内のタッチシュートが決まり、先制点を挙げる。その
後、名古屋フラーテルホッケーチームが優位に試合を進め、立て続けにPCを得るも、GKの好セーブによって、追加点を
決めることができない。対する箕島ホッケークラブは粘りを見せ後半６１分にPCを獲得し、＃４佐々木が鋭いヒット
シュートを決め、試合を振出に戻す。その後も名古屋フラーテルホッケーチームのペースで試合が進むが、両チーム追
加点をあげることができず、後半が終了し、延長戦となる。延長戦は名古屋フラーテルホッケーチームのセンターパスに
より始まる。終始、名古屋フラーテルホッケーチームのペースで試合が進み、前半６分PCを獲得。＃１４長澤のフリック
シュートが決まり、試合が終了した。結果、１－２で名古屋フラーテルホッケーチームが優勝した。
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